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現
在
、
日
高
川
河
口
付
近
で
は
百
数
十
種

類
の
野
鳥
が
飛
来
し
、
私
た
ち
に
潤
い
を
与

え
、
御
坊
市
の
貴
重
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
そ
の
陰
に
は
、
平
成
12
年
に
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
黒
田
隆
司
氏
の
幅
広
い
活
動
が
あ

り
ま
す
。 

　
教
育
委
員
会
で
は
調
査
委
員
会
を
作
り
、

黒
田
氏
の
残
し
た
貴
重
な
記
録
資
料
の
整
理

を
３
年
間
か
け
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

              

              

　
県
内
に
生
息
す
る
野
鳥
の
調
査
は
緑
の
国

勢
調
査
や
県
の
委
託
調
査
、
生
物
部
の
合
宿

な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
て
実
施
さ
れ
て
い
っ
た

が
、
そ
の
数
は
３
０
０
ル
ー
ト
を
数
え
ま
し

た
。
休
日
に
リ
ュ
ッ
ク
の
上
に
寝
袋
と
テ
ン

ト
を
結
び
つ
け
、
暑
い
真
昼
も
寒
い
朝
も
野

宿
し
な
が
ら
年
中
歩
き
続
け
、
県
内
の
鳥
類

目
録
な
ど
の
完
成
を
目
指
し
ま
し
た
。 

　
お
も
に
、
双
眼
鏡
や
望
遠
鏡
で
の
観
測
と

鳥
の
声
を
た
よ
り
に
鳥
の
数
と
種
類
を
確
認

し
て
い
く
調
査
で
、
黒
田
氏
に
よ
れ
ば
、
「
悪

天
候
に
悩
ま
さ
れ
苦
し
み
な
が
ら
調
査
を
続

け
る
中
で
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
ヤ
マ
セ
ミ
、 

           

             

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
に
出
会
っ
た
り
、
コ
マ
ド
リ
、

オ
オ
ル
リ
の
美
声
を
聞
い
た
と
き
の
喜
び
は

ひ
と
し
お
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
黒
田
氏
と
日
高
高
校
生
物
部
が
取
り
組
ん

だ
定
点
調
査
は
、
部
の
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
現
在
の
部
員
ま
で
約

40
年
間
続
け
ら
れ
て
お
り
、
継
続
的
な
調
査

実
績
は
自
然
保
護
の
貴
重
な
基
礎
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
調
査
は
、
生
息
環
境
の
違
う
日
高
川
河
口

の
干
潟
、
日
高
川
下
流
域
野
口
橋
付
近
、
煙

樹
ヶ
浜
松
林
、
美
浜
町
水
田
（
通
称
和
田
不

毛
）
の
４
フ
ィ
ー
ル
ド
で
月
２
回
、
望
遠
鏡

（
20
〜
45
倍
）
と
双
眼
鏡
（
８
倍
）
を
用
い

て
姿
と
鳴
き
声
で
確
認
で
き
た
種
類
と
個
体

数
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い
き
ま
す
。 

　
黒
田
氏
も
著
書
の
中
で
「
『
同
定
す
る
こ

と
』
『
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
』
『
継
承
す
る

こ
と
』
言
葉
に
す
れ
ば
た
っ
た
こ
れ
だ
け
。

し
か
し
、
寒
暑
あ
り
、
風
雨
あ
り
、
継
続
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

  

生物部の部員による 
放鳥の様子 

特
集 

　

黒
田
隆
司
と
野
鳥
た
ち 

〜
日
高
川
の
自
然
・
野
鳥
に
関
す
る
研
究
調
査
委
員
会
〜 

定
点
調
査 

〜
貴
重
な
自
然
保
護
の
基
礎
資
料
〜 

傷
病
鳥
獣
の
保
護 

〜
自
然
の
厳
し
さ
と
生
命
の
大
切
さ
〜 

調
査
数
は
県
内
３
０
０
ル
ー
ト 

〜
野
宿
を
し
な
が
ら
の
地
道
な
調
査
〜 

黒田　隆司 
くろだ たかし 

プロフィール 
昭和  4年　日高郡藤田村に生まれる 
昭和25年　日高高校着任 
昭和55年　「和歌山県の野鳥」出版 
　　　　　日本野鳥の会県支部事務局長 
　　　　　御坊市文化賞受賞 
平成  2年　日高高校定年退職 
　　　　　日本野鳥の会理事就任 
平成  3年　「和歌山県の野鳥」共著 
平成  4年　日本野鳥の会県支部長 
平成12年　永眠（享年７０歳） 



（３） 平成19年４月

広報ごぼう
                 

　
黒
田
氏
と
生
物
部
の
活
動
が
市
民
に
広
が
っ

て
く
る
と
、
傷
つ
い
た
鳥
た
ち
が
生
物
部
へ

持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
部
員
た
ち
が
看
病
し
、
元
気
に
な
っ
た
ら

放
鳥
し
て
や
る
と
い
う
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
地
味
で
と
て
も
根
気
が
い
り
、

世
話
を
し
て
い
る
最
中
に
死
ん
で
し
ま
う
こ 

              

                 
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

　
黒
田
氏
は
、
傷
病
鳥
獣
の
保
護
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
多
く
の
生
徒
に
自
然
の
厳
し
さ
と
素

晴
ら
し
さ
、
生
命
の
大
切
さ
を
教
え
ま
し
た
。 

                 

　
調
査
後
の
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
、
県
内
に

生
息
す
る
野
鳥
の
生
態
や
個
体
数
、
出
現
率
、

分
布
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
、
昭
和
45
年
に

Ｄ
Ｄ
Ｔ
な
ど
の
農
薬
が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
急

速
に
鳥
類
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
や
、
警
戒

心
の
な
い
鳥
が
増
え
て
人
間
の
住
む
市
街
地

に
進
出
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し

た
。 

　
黒
田
氏
が
生
物
部
と
と
も
に
調
査
を
行
い

蓄
積
さ
れ
た
調
査
デ
ー
タ
は
、
い
ま
で
は
野

鳥
の
保
護
や
生
態
系
の
変
化
を
研
究
す
る
う

え
で
、
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
高
川
猟
銃
禁
止
区
域
、

美
浜
町
の
弁
天
島
や
由
良
町
の
大
碆
の
ウ
ミ

ネ
コ
集
団
渡
来
地
へ
の
立
入
り
禁
止
、
和
田

不
毛
鳥
獣
保
護
区
、
大
塔
山
鳥
獣
保
護
区
の

指
定
は
調
査
デ
ー
タ
が
も
と
に
な
っ
て
結
実

し
ま
し
た
。 

 

　
黒
田
氏
は
、
終
始
一
貫
、
『
人
と
自
然
と

の
調
和
』
を
考
え
な
が
ら
、
和
歌
山
県
の
野

鳥
保
護
に
尽
力
し
ま
し
た
。 

    

　
黒
田
氏
が
部
員
と
と
も
に
始
め
た
四

地
点
で
の
定
点
調
査
も
す
で
に
40
年
。

現
在
で
は
河
川
敷
の
整
備
や
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
、
温
暖
化
な
ど
に
よ

り
、
御
坊
市
周
辺
の
環
境
も
変
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
日
高
高

校
生
物
部
は
禁
猟
区
の
設
置
な
ど
野
鳥

保
護
を
通
し
て
自
然
の
大
切
さ
を
訴
え

て
き
ま
し
た
。 

　
珍
し
い
鳥
を
追
い
か
け
る
愛
好
家
は

多
い
で
す
が
、
日
高
高
校
生
物
部
は
生

息
す
る
全
て
の
鳥
を
観
察
し
、
記
録
し

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
長
年
に
わ
た
っ

て
積
み
上
げ
た
デ
ー
タ
が
、
日
高
地
方

の
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
に
な
り
、
か
つ

ま
た
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動
を
知
る

一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
、
現
在
も
定
点

調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
（
平
野
佳
樹
日
高
高
校
生
物
部
顧
問
） 定点調査は、現在の部員に受け継がれ続けられています。 

日高川での野鳥観察の様子（左端が黒田氏） 

調
査
デ
ー
タ
は 

日
高
川
猟
銃
禁
止
区
域
の
指
定
な
ど
に
結
実 

現
在
も
続
く
定
点
調
査 

　
日

高

高

校

生

物

部 

　研究調査委員会も３年が経ち、当初の

目的であった調査資料・写真の整理もひ

とまず終結することができました。また

市のHPの中に「黒田隆司と日高川野鳥博

物館」と題したコーナーを設けました。 

　定期調査で蓄積された約40年の長期に

わたる数値データは、経年変化を見るう

えで貴重なものです。HPにも掲載してい

るコウノトリの行動記録は、私が高校１

年の冬に黒田先生の指導のもとで行われ

たものです。昨年豊岡市で放鳥されたコ

ウノトリの調査はハイテク衛星追跡ですが、

これは早朝・放課後にアナログ目視追跡

で約50日間続けられています。 

　黒田先生・生物部を通して自然に目を

向けた事は、自然への思い、見かたを変

えた事であり影響力は絶大なものでした。 

　生物部の顧問、野鳥の会県支部の代表

者として黒田先生が残された調査・研究

の足跡をチェックすることで、改めて自

然保護の重要さを再認識させていただき

ました。 

研究調査委員会を終えて 

津野 修一委員長 

御坊市ホームページ 

のコーナーを設けています。 

是非、ご覧ください。 

『黒田隆司と日高川野鳥博物館』 
（http://www.city.gobo.wakayama.jp）に 

お
お
ば
い 
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平
成
19
年
度
の
予
算
（
案
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

今
年
度
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
作
成
し
た 

財
政
健
全
化
計
画
を
反
映
し
た
予
算
編
成
に
取
り
組 

む
と
と
も
に
、
障
害
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
建
設
事 

業
、
学
校
等
安
全
対
策
事
業
、
発
達
支
援
推
進
事
業
、 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ 

ッ
プ
作
成
な
ど
安
心
・
安
全
の
た
め
の
施
策
の
よ

り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

 

■
財
政
課
　
℡
２
３
・
５
５
３
３ 

各会計別予算 

一 般 会 計 

水 道 事 業 

合　　　　　計 

特

別

会

計 

同和対策住宅新築資金等貸付事業 

老 人 保 健 

国 民 健 康 保 険 

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 

農 業 集 落 排 水 事 業 

介 護 保 険 

公 共 下 水 道 事 業 

小　　　　計 

115億6,719万5千円 

1億6,091万2千円 

28億5,458万5千円 

2,770万3千円 

157万5千円 

1億6,411万5千円 

21億8,582万7千円 

4億7,955万3千円 

58億7,427万円 

7億2,580万4千円 

181億6,726万9千円 

1.1％ 

△36.0％ 

△0.0％ 

200.4％ 

60.2％ 

△59.9％ 

11.0％ 

21.0％ 

△0.3％ 

△10.0％ 

0.2％ 

区 分 予 算 額 前年度比増減率 

平成19年度 

予
算 
予
算 

〜
安
心
・
安
全
の
た
め
の
よ
り
一
層
の
充
実
〜 
〜
安
心
・
安
全
の
た
め
の
よ
り
一
層
の
充
実
〜 

（
案
） 

一 般 会 計 予 算 内 訳 

歳入内訳 

歳出内訳 

歳入内訳 

歳出内訳 

歳入内訳 

歳出内訳 

５億3,349万8千円 
５億8,291万9千円 

１２億8,082万7千円 

２億4,929万2千円 

６億8,589万6千円 

４億5,698万2千円 

８億5,684万2千円 

４億3,821万7千円 

１億4,846万6千円 
３億7,012万8千円 

３７億6,355万7千円 ３７億6,355万7千円 

１６億4,321万6千円 １６億4,321万6千円 
１６億8,554万7千円 １６億8,554万7千円 

２億740万2千円 

１億1,377万1千円 

1,275万円 

1千円 

1千円 

３３億6,855万8千円 ３３億6,855万8千円 ３３億6,855万8千円 

広報ごぼう
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■
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
（
新
規
） 

１
８
４
万
９
千
円 

　
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
安
全
・
安
心

　
な
子
ど
も
の
活
動
拠
点
（
居
場
所
）
を
設
け
、

　
地
域
の
方
々
の
参
画
を
得
て
、
様
々
な
体
験

　
活
動
や
交
流
活
動
に
取
組
み
ま
す
。
（
名
田

　
小
学
校
・
児
童
セ
ン
タ
ー
を
予
定
） 

 

■
学
校
施
設
耐
震
二
次
診
断
委
託
事
業 

１
　
５
０
０
万
円 

 

■
小
学
校
総
合
的
学
習
委
託
事
業 

１
３
０
万
円 

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
英
語
に
慣

　
れ
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
国
際
理
解
を
深
め

　
る
た
め
の
総
合
的
な
学
習
を
行
い
ま
す
。 

 

■
外
国
青
年
招
致
事
業 

５
８
３
万
４
千
円 

　
外
国
青
年
に
よ
る
中
学
校
で
の
英
語
教
育
を

　
実
施
し
ま
す
。 

     

■
学
校
等
安
全
対
策
事
業
（
新
規
） 

１
　
９
３
０
万
円 

　
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
安
全
確
保
を

　
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
と
も

　
に
、
安
全
指
導
員
を
配
置
し
安
全
意
識
の
向

　
上
を
図
り
、
安
全
環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
新
規
） 

５
５
４
万
円 

　
小
学
校
に
就
学
す
る
低
学
年
児
童
の
う
ち
、

　
放
課
後
や
学
校
休
業
日
に
家
庭
に
お
い
て
保

　
護
者
の
適
切
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

　
を
対
象
に
児
童
の
安
全
確
保
、
健
全
育
成
及

　
び
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
試
行

　
的
に
実
施
し
ま
す
。 

 

■
発
達
支
援
推
進
事
業
（
新
規
） ６

０
万
円 

　
保
育
所
な
ど
に
お
け
る
障
害
児
の
発
達
支
援

　
の
た
め
、
発
達
心
理
に
明
る
い
専
門
家
に
協

　
力
を
あ
お
ぎ
、
そ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

 

■
障
害
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
（
新
規
）

１
億
２
　
９
２
０
万
５
千
円 

　
障
害
者
の
日
常
生
活
、
社
会
生
活
で
の
自
立

　
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
業
務
や
関
係
機
関

　
と
の
調
整
を
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
を
建
設

　
し
ま
す
。 

           

■
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
（
新
規
） 

６
０
０
万
円 

　
浸
水
想
定
区
域
や
避
難
場
所
な
ど
を
市
民
に

　
分
か
り
や
す
く
示
し
、
災
害
時
に
お
け
る
市

　
民
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
避
難
行
動
や
防
災
意

　
識
の
高
揚
に
役
立
て
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。 

■
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
住
宅
改
修

　
補
助
事
業
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円 

  

■
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
耐
震
診
断

　
委
託
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
２
０
万
円 

 

■
避
難
誘
導
灯
設
置 

１
　
０
０
０
万
円 

　
津
波
発
生
時
に
お
け
る
避
難
が
ス
ム
ー
ズ
に

　
出
来
る
よ
う
、
市
道
に
避
難
誘
導
灯
を
設
置

　
し
ま
す
。 

 

■
消
防
施
設
整
備
、
救
急
体
制
等
の
強
化

　
充
実 

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入 

１
　
９
０
０
万
円 

・
防
火
水
槽
新
設 

６
０
０
万
円 

     

■
小
規
模
土
地
改
良
事
業 

９
５
０
万
円 

 

■
漁
港
施
設
整
備
事
業
（
上
野
、
塩
屋
、

　
祓
井
戸
、
加
尾
漁
港
） 

１
億
６
　
８
５
０
万
円 

 
■
資
金
利
子
及
び
信
用
保
証
料
補
給
事
業 

５
０
０
万
円 

　
中
小
企
業
へ
の
景
気
対
策
の
一
環
と
し
て
資

　
金
利
子
補
給
及
び
信
用
保
証
料
補
給
事
業
を

　
行
い
、
金
融
緩
和
と
経
営
の
安
定
を
図
り
ま

　
す
。 

 

■
観
光
振
興
事
業 

６
２
２
万
７
千
円 

　
日
高
港
の
活
性
化
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
・

　
交
流
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
語
り
部

　
育
成
支
援
事
業
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
な
ど
に
よ
り
観
光
の
振
興
を
図
り
ま
す
。 

               

■
高
速
関
連
ア
ク
セ
ス
道
等
の
整
備 

・
野
口
熊
野
線
　
　
　

５
　
０
０
０
万
円 

・
下
財
部
国
道
線
　
　

７
　
０
０
０
万
円 

 

■
街
路
事
業 

・
吉
原
道
之
瀬
線
１
億
２
　
０
０
０
万
円 

・
道
成
寺
天
田
橋
線
　
４
　
０
０
０
万
円 

 

■
道
路
環
境
整
備
事
業 

３
　
０
０
０
万
円 

　
道
路
側
溝
の
整
備
に
よ
り
高
齢
者
や
障
害
者

　
の
方
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。 

 

■
公
共
下
水
道
事
業 ４

億
２
　
６
０
０
万
円 

　
塩
屋
地
区
（
処
理
場
建
設
委
託
・
管
路
施
設

　
工
事
等
） 

人
間
性
豊
か
で
輝
く
ひ
と
を
育
む
ま
ち 

づ
く
り
の
た
め
に 

主
な
施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

す
こ
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち 

づ
く
り
の
た
め
に 

に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

の
た
め
に 

ゆ
た
か
な
暮
ら
し
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち 

づ
く
り
の
た
め
に 

日高港での「カヌー・ヨット 
体験」の様子（Ｈ１８年度） 

， ， ， ， ， ， 

障害者総合相談センター 
外観イメージ 

， ， 

， 

， ， ， 



平成19年４月 （６）
広報ごぼう

WA
TCHINGWA
TCHINGWA
TCHING
まちかどまちかど日高路に春を告げる 日高路に春を告げる 

～須佐神社でおとう祭～ 

訓練といえども真剣そのもの 訓練といえども真剣そのもの 
～地震災害に備えた防災訓練～ 

　
地
震
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
３
月
１
日
に
は
、
御
坊
市
消
防

本
部
に
よ
る
春
季
訓
練
が
塩
屋
町

の
暖
地
園
芸
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
、

負
傷
者
の
救
出
訓
練
や
消
火
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
３
月
３
日
に
は
御
坊
保

健
医
療
圏
健
康
危
機
管
理
協
議
会

主
催
に
よ
る
災
害
医
療
救
護
訓
練

が
実
施
さ
れ
、
治
療
の
優
先
度
を

判
定
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
や
県
警
ヘ

リ
に
よ
る
広
域
搬
送
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
本
番
さ
な
が
ら
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

ト
リ
ア
ー
ジ
の
訓
練
（
３
月
３
日
） 

県
警
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
訓
練 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
３
日
） 

　
３
月
10
日
、
塩
屋
町
南
塩
屋

の
須
佐
神
社
で
「
お
と
う
祭
」

が
行
わ
れ
、
見
物
人
の
ほ
か
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
も
た
く

さ
ん
訪
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
「
お
と
う
」
と
呼
ば
れ
る
選

ば
れ
た
子
ど
も
達
が
、
神
前
で

約
２
メ
ー
ト
ル
近
い
幣
を
振
っ

て
豊
作
と
安
全
を
祈
願
し
、
最

後
に
は
境
内
で
盛
大
に
お
餅
ま

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
お
と
う
祭
」
は
、
大

蛇
退
治
に
ま
つ
わ
る
由
緒
あ
る

祭
り
で
、
日
高
地
方
に
春
の
到

来
を
告
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

負
傷
者
の
救
出
訓
練
（
３
月
１
日
） 



平成19年４月（７）
広報ごぼう

親子のふれあい楽しむ 親子のふれあい楽しむ 
～市内公立保育園交流会～ 

花のトップセールス 花のトップセールス 
～市長らが名古屋の生花市場で～ 

みんな“生き生き” みんな“生き生き” 
～日高地方障害児者のつながりを深める文化祭～ 

　
３
月
４
日
、
市
内
公
立
保
育

園
（
つ
ば
さ
・
わ
か
ば
・
し
ら

ゆ
り
）
に
よ
る
交
流
会
が
御
坊

小
学
校
で
行
わ
れ
、
３
歳
児
以

上
の
園
児
と
保
護
者
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
の
「
か
け
っ
こ
」

の
あ
と
、
親
子
で
協
力
し
て
の

風
船
割
り
や
ボ
ー
ル
運
び
な
ど

の
ゲ
ー
ム
で
遊
び
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
３
月
と
は
思
え
な

い
陽
気
で
、
み
ん
な
気
持
ち
の

い
い
汗
を
か
き
な
が
ら
親
子
で

楽
し
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
は
か

り
ま
し
た
。 

　
３
月
４
日
、
市
立
体
育
館
で

第
26
回
「
日
高
地
方
障
害
児
者

の
つ
な
が
り
を
広
め
る
文
化
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
模
擬
店
や
販
売
コ
ー
ナ
ー
に

は
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り
が
出

来
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
、

県
下
初
の
介
助
犬
が
や
っ
て
き
て
、

そ
の
仕
事
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

作
業
所
や
養
護
学
校
、
保
育
園
、

地
域
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
よ
る

歌
や
踊
り
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
２
月
28
日
、
市
長
、
Ｊ
Ａ
紀

州
中
央
組
合
長
、
日
高
振
興
局

産
業
振
興
部
長
ら
が
、
名
古
屋

市
の
ヤ
マ
ヱ
生
花
市
場
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

　
市
場
で
は
、
社
長
ら
関
係
者

と
本
市
の
特
産
品
で
あ
る
花
卉

類
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
市
場
で
の
な
お
一

層
の
取
り
扱
い
を
要
望
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
景
気
が
良
く
、
花

卉
類
の
一
大
消
費
地
と
し
て
有

望
な
中
部
地
方
で
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
特
産
品
の
さ
ら

な
る
販
路
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。 



平成19年４月

広報ごぼう
（８）

Shining☆Star －GOBO－ 
（文部科学省委託事業） 

総合型地域スポーツクラブ育成推進事業 御坊スポーツクラブ主催 

　今年の２月１０日からスタートしたヒップホ
ップダンス教室「S h i n i n g☆ S t a r－GOBO－（御
坊スポーツクラブ主催）」です。 
　まだ、始めたばかりで少ししか回を重ねてい
ませんが、レッスン初日は６０名という多人数で、
とても賑やかでした。 

　子どもから大人までインストラクター指導の
もと、ストレッチからリズム取り、簡単な振り
付けと基礎からしっかり習得出来ます。 
　「ヒップホップダンスの楽しさを伝えたい！」
という一心で指導しています。私たちと一緒に
踊りませんか。お待ちしています。 

 

 

 

 

　アメリカと日本では企業や役所に相違点が多

くありますが、その中の一つに日本の「異動」

があげられます。世界から見ると「異動」は日

本の特徴といわれています。今月は、日本の「異

動」についてアメリカの企業と比較したいと思

います。 

 

　まず、異動とは何でしょうか？転勤や転職と

異なり、異動は同じ組織の内部で部署が変わる

のです。異動の目的の一つに、ある分野に偏ら

ないように、いろいろな知識を身につけること

ができるようにするためと言われています。私

からすると、仕事内容が数年で変わったら、退

屈にならないし、総合的な職員になるのは魅力

的です。しかし、異動には問題点もあると思い

ます。数年間で仕事が変われば、広く浅い知識

しか育ちません。いわば、専門家になれません。

一つの分野を深く知るようになるまで、ある程

度何年間かかかります。日本のようにアメリカ

では異動するでしょうか？ 

　アメリカには日本のような終身雇用がないので、

日本のように同じ会社で複数の部署を経験しま

せん。しかし、仕事の内容が数年間で変わると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言われています。つまり、アメリカの労働省に

よると、アメリカ人は平均的に生涯４回転職す

るのです。労働省の統計では、転職は昇進など

に反映されません。それから考えると、よく転

職するアメリカ人にとっても専門家になりにく

いかもしれません。しかも、「適職」を目指して

いる若者が増加しているので、転職回数も増え

ると思います。先月、東京の研修会で、帰国す

るＡＬＴに関する情報を得ました。平成１８年

に行われた調査によると、元ＡＬＴは圧倒的に

教育に関係ない仕事に転職するというのです。 

　名前や方法は違いますが、よく見るとアメリ

カの転職と日本の異動はよく似ていると思います。

総合的な職員になる上で、いろいろな経験がで

き生涯勉強できるのは素晴らしいと考えます。 

●集　合　　毎週土曜日午後４時１５分～（時間変動有） 

●場　所　　勤労青少年ホーム 

●連絡先　　三宅麻紀　℡６３－３８８１ 

　　　　　　E-mail aamr-4@nike.eonet.ne.jp

花
ま
る
サ
ー
ク
ル

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

花
ま
る

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

◯ 8787◯ 
マイクの花まるエッセイ マイクの花まるエッセイ マイクの花まるエッセイ ⑳ 

異動で仕事の中身が大き 
く変わり、ときには仕事 
のスタイル（格好）まで 
変わってしまうことも… 

今月は“人事異動” 

がテーマです。 



平成19年４月

広報ごぼう
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お
り
ょ
う
り
じ
ょ
う
ず
で 

や
さ
し
い
　
お
か
あ
さ
ん 

が
　
だ
い
す
き
。
ま
た 

い
っ
し
ょ
に
　
プ
リ
キ
ュ 

ア
ご
っ
こ
し
よ
う
な
。 

お
り
が
み
で
　
い
ろ
い
ろ 

お
っ
て
く
れ
る
　
か
っ
こ 

い
い
　
お
と
う
さ
ん
。
ま 

た
　
い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て 

な
。
ピ
ア
ノ
も
い
っ
し
ょ 

に
し
よ
う
な
。 

おかあさん、あのね… おとうさん、あのね… 

たにむら あんな ちゃん（５さい） みやもと　たいせい くん（５さい） 

名 田 幼 稚 園 の 巻 ◯ 61

　
私
は
将
来
、
幼
稚
園
の
先
生
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
り
た
い
理
由
は
、
私
が
幼
稚
園

の
と
き
の
先
生
に
あ
こ
が
れ
た
こ
と

と
、
小
さ
い
子
の
面
倒
を
見
る
の
が

大
好
き
だ
か
ら
で
す
。 

　
小
さ
い
子
と
遊
ん
で
い
る
と
と
て

も
楽
し
い
し
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ

と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
の
で
、
大
人

に
な
っ
た
ら
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り

た
い
で
す
。 

　
な
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と
や
さ
し

く
な
り
た
い
で
す
。 

幼稚園の先生になりたい！ 

濱田　菜穂さん（上野・２１歳） 

昨
年
の
５
月
か
ら
住
友
生
命
の
外
交
員
と
し
て
、
一
生

懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
と
の

ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

☆
家
族 

　
夫
・
長
男
・
長
女
の
４
人
家
族
で
す
。 

☆
趣
味 

　
買
い
物 

　
休
み
の
日
に
友
達
と
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。 

☆
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と 

　
海
外
旅
行
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
き
た
い
で
す
。 

☆
今
一
番
欲
し
い
も
の 

　
車･･･

（
外
車
）
。 

☆
御
坊
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と 

　
夜
の
街
は
、
明
か
り
が
少
な
い
の
で
、
も
っ
と
に
ぎ

　
や
か
に
な
っ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。 

さきやま りん 

はま だ な ほ 

みんなのサロン みんなのサロン 



■
対
象
と
な
る
住
宅

（
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
こ
と
）

①
市
内
に
所
在
す
る
民
間
住
宅
で
　

あ
る
こ
と

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
専
用
住
宅
・
併
用
住

宅
（
延
床
面
積
の
半
分
以
上
が

住
居
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も

の
）、
長
屋
、
共
同
住
宅
で
あ

る
こ
と

③
延
床
面
積
が
２
０
０
㎡
以
下
で
　

あ
る
こ
と

④
構
造
が
木
造
で
あ
る
も
の

次
に
掲
げ
る
構
造
は
除
く

【
枠
組
み
壁
工
法
（
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
、
丸
太
組
工
法(

ロ
グ

ハ
ウ
ス
等
）、
建
築
基
準
法
旧

第
38
条
の
認
定
工
法
】

■
必
要
な
も
の

①
御
坊
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
申
　

込
書

②
付
近
見
取
り
図

③
市
税
完
納
証
明
書

④
長
屋
、共
同
住
宅
に
つ
い
て
は
、

入
居
者
の
同
意
書

■
申
込
み
で
き
る
人

①
住
宅
所
有
者
（
対
象
建
築
物
の

登
記
人
、
ま
た
は
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
）

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
申
込
み
は
１
人
１
戸

■
申
込
受
付

４
月
２
日
（
月
）
〜

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
　

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
戸
数

25
戸
（
先
着
順
）

※
御
坊
市
の
無
料
耐
震
診
断
事
業

の
診
断
士
は
、
戸
別
訪
問
に
よ

る
補
強
工
事
な
ど
の
勧
誘
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
建
物

御
坊
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に

よ
る
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点

が
0.7
未
満
の
建
物

■
対
象
と
な
る
工
事

●
総
合
評
点
が
1.0
以
上
と
な
る
耐

震
改
修
工
事

●
昭
和
45
年
以
前
建
築
の
建
物
に

つ
い
て
は
、
0.7
以
上
と
な
る
耐

震
改
修
工
事

■
補
助
率

耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
２

以
内
（
限
度
額
60
万
円
）

■
必
要
な
も
の

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
住
宅
の
位
置
図(

付
近
見
取
図
）

③
耐
震
診
断
結
果
報
告
書
（
写
）

④
耐
震
改
修
設
計
耐
震
性
チ
ェ
ッ

ク
表

⑤
改
修
工
事
費
見
積
書
（
写
）

（
改
修
工
事
と
そ
の
他
を
分
け

た
も
の
）

■
申
込
み
で
き
る
人

①
住
宅
所
有
者
（
対
象
建
築
物
の

登
記
人
、
ま
た
は
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
）

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
申
込
み
は
、
１
人
１
戸

■
申
込
受
付

４
月
２
日
（
月
）
〜

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
　

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
交
付
決
定
後
で
も
、
申

込
書
の
事
実
と
相
違
が
判
明
し
　

た
と
き
は
決
定
を
取
消
し
ま
す
。

■
募
集
戸
数

５
戸
（
先
着
順
）

■
工
事
完
了
報
告
書
提
出
期
限

平
成
20
年
２
月
28
日

平成19年４月

広報ごぼう
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木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
＆
耐
震
改
修
工
事
補
助�

19
年
度
の
申
込
み
受
付
は
じ
ま
り
ま
す
！�

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

�

都
市
建
設
課�

�

℡
２
３
・
５
５
１
２�
防災特集�
63

阪神・淡路大震災による死亡の約８割は、家屋�

の倒壊や家具の転倒による圧死といわれていま�

す。特に、昭和56年以前に建築された木造住宅�

における被害が多く見られました。このような�

被害を防ぐには、家屋や家具の耐震化が欠かせ�

ません。�
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こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
紀
南
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
国
道
事
務
所
が
、
国
道
で
津
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
区
間
に
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
し
た
「
津
波
浸
水
警
戒
標
識
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
日
高
地
方
で
は
約
40
か
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
標
識
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
海
抜
が
表
示
さ
れ
て
い
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
車
を
走
行
中
で
も
津
波
の
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
区
間
が
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
青
線
の
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
波
の
浸
水
予
想
は
、
県
が
実

施
し
た
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
を
想
定
し
た
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

   

　
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
津
波
予
報
に
は
、
津
波
注
意
報
、
津
波
警

報
（
津
波
・
大
津
波
）
が
あ
り
ま
す
。【
下
表
】
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ

て
や
っ
て
き
ま
す
。
警
報
や
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
警
戒
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
津
波
浸
水
予
想
地
域
で
は
、
地
震
の
強
い
揺
れ
や
弱
く
て
も
長

い
揺
れ
（
２
〜
３
分
）
を
感
じ
た
と
き
は
、
津
波
予
報
を
待
た
ず
に
す

ぐ
に
高
い
と
こ
ろ
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。 

      

国
外
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
行
為
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
を
守
る
た

め
、
国
民
保
護
措
置
（
避
難
・
救
援
・
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
な

ど
）
の
内
容
や
実
施
方
法
、
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
を
定
め
た
も

の
で
、
国
の
基
本
方
針
・
モ
デ
ル
計
画
、
県
の
計
画
に
基
づ
き
作
成

し
て
い
ま
す
。 

   

国
民
保
護
法
に
基
づ
き
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
た
御
坊
市
国
民
保
護

協
議
会
（
会
長
御
坊
市
長
、
委
員
35
名
）
に
お
い
て
、
審
議
の
上
計

画
案
の
答
申
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
知
事
と
の
協
議
を
行
い
策
定

し
た
も
の
で
す
。 

 

【
作
成
ま
で
の
経
過
】 

　
平
成
18
年
７
月
　
第
１
回
国
民
保
護
協
議
会 

会
議
（
素
案
の
審
議
） 

　
平
成
18
年
11
月
　
第
２
回
国
民
保
護
協
議
会 

会
議
（
計
画
案
の
答
申
） 

　
平
成
19
年
２
月
　
県
と
の
協
議
終
了 

   

国
外
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
行
為
か
ら
市
民
の
方
を
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
・
救
援
で
き
る
よ
う
、
市
の
役
割
と
し
て
「
避
難
の
指
示
の
伝

達
」「
避
難
住
民
の
誘
導
」「
救
援
」「
消
防
」「
応
急
措
置
の
実
施
」

な
ど
を
明
記
し
て
い
ま
す
。 

上
の
標
識
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

国
民
保
護
計
画
っ
て
？ 

い
つ
、
ど
う
や
っ
て
策
定
し
た
の
？ 

ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
？ 

津
波
予
報
の
種
類
わ
か
り
ま
す
か
？ 

国
道
42
号
に
「
津
波
浸
水
警
戒
標
識
」 

津
波
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
日
頃
か
ら
正
し
い
知
識
や
情
報
を
！ 

■
問
い
合
わ
せ 

　
御
坊
市
企
画
課 

　
℡
２
３
・
５
５
１
８ 

■
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
　
℡
２
３
・
５
５
１
６ 

※
国
民
保
護
に
関
す
る
総
合
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、 

　
内
閣
官
房
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ 

　
さ
い
。 

　
ア
ド
レ
ス  http://w

w
w
.kokum

inhogo.go.jp/
御
坊
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
し
た 

予報の種類 解　　　　　　　　説 

津波予報の種類と発表される津波の高さ 

◎「津波の高さ」とは、通常の潮位から津波によって上昇した高さです。 

発表される津波の高さ 

津波注意報 
高いところで0.5ｍ程度の津波が予想されますので、 
注意してください。 

高いところで２ｍ程度の津波が予想されますので、 
警戒してください。 

高いところで３ｍ程度以上の津波が予想されますの 
で、厳重に警戒してください。 

３ｍ、４ｍ、６ｍ、８ｍ、 
10ｍ以上 

津波注意 

津　　波 

大 津 波 

0.5ｍ 

１ｍ、２ｍ 

津 波 警 報 

▲  
拡
大
写
真

拡
大
写
真 

▲  
拡
大
写
真 



救
急
車
は
、
平
均
す
る
と
６
〜
７

分
で
到
着
し
ま
す
が
、
脳
が
酸
素
な

し
で
生
き
て
い
ら
れ
る
時
間
は
、
３

〜
４
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
、
毎
月
第

２
日
曜
日
に
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

４
月
の
講
習
会
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
日
　
時
　
４
月
８
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
９
時

■
場
　
所
　
御
坊
市
消
防
本
部

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
先
着
15
名

■
講
習
内
容

心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
　

の
使
用
法
な
ど

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

御
坊
市
消
防
署
救
急
救
助
課

℡
２
２
・
０
８
０
０

わ
ん
ぱ
く
王
国
で
自
然
体
験
学
習

た
け
の
こ
堀
り
＆
野
外
調
理

体
験
（
た
け
の
こ
ご
飯
）

■
日
　
時
　
４
月
14
日
（
土
）

午
前
９
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
、
翌
日
に
順
延

■
場
　
所
　
わ
ん
ぱ
く
王
国

（
明
神
川
）

■
募
　
集
　
小
学
生
〜
中
学
生

（
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
）

■
参
加
費
　
小
学
生
以
上
１
人
３
０
０
円

■
定
　
員
　
先
着
50
名

※
午
前
中
は
、
た
け
の
こ
掘
り
や
食
　

器
・
た
け
の
こ
ご
飯
を
作
り
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
遊
び
で
　

楽
し
み
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

℡
２
３
・
５
５
２
５

■
日
時
　
４
月
20
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

※
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
や
日
常
生
活

に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

■
相
談
員

●
法
務
局
職
員

●
人
権
擁
護
委
員

・
姫
浦
美
博
（
楠
井
）

・
岩
田
和
代
（
藤
井
）

・
津
本
宗
禎
（
薗
）

・
田
中
好
美
（
北
塩
屋
）

・
平
岡
弘
乗
（
富
安
）

・
天
野
孝
二
（
薗
）

・
柿
木
幸
美
（
熊
野
）

※
人
権
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

自
宅
お
よ
び
法
務
局
（
℡
２
２
・

０
３
３
５
）
に
お
い
て
も
常
時
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン

シ
ャ
ベ
ロ
ー
ゼ

陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
シ
ャ
ベ
ロ
ー

ゼ
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
活
用
と

障
害
者
の
就
労
の
場
、
市
民
の
憩
い

の
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
お
客
様

と
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
商
店

街
な
ど
が
協
力
し
合
っ
て
育
て
て
い

る
お
店
で
す
。

現
在
、
シ
ャ
ベ
ロ
ー
ゼ
で
は
、
運

営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
シ
ャ
ベ
ロ
ー
ゼ

薗
２
７
０
番
地

℡
２
２
・
３
５
３
１

・
営
業
日
時
　

月
曜
日
〜
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

平成19年４月
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

広
　
　
告

催
　
　
し

QMS Accreditation
ISO9001：2000�
登録番号 JSAQ1408

大 川 　亮�代表取締役�

和歌山県御坊市御坊63番地�
Tel  0738-22-0059㈹　Fax 0738-22-7611�
�
和歌山市友田町2丁目118番地�
Tel  073-424-7260

〒644-0001�
�
和歌山営業所�
〒640-8342

街づくり� 夢づくり�

助
か
る
命
を
救
う
た
め

普
通
救
命
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

専
用
電
話
番
号�

「
２
２
・
９
９
９
０
」�

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容�

が
電
話
で
確
認
で
き
ま
す
！�

知
っ
て
い
ま
す
か
？�

〒644-0011�
御坊市湯川町財部1118-1�
TEL （0738）3 2 － 2 6 1 1�
FAX（0738）3 2 － 2 6 1 2

入浴料�

大人（中学生以上）�

子供（４歳以上）�

回数券（10枚綴り、土日祝日入浴可）�

ヒーリングサウナ�

ヒーリングサウナ回数券（10枚綴り）�

平　日�土・日・祝日�

500円�

250円�

4300円�

500円�

4500円�

550円�

300円�

4300円�

500円�

4500円�

ヒーリングサウナ・宝�
蒸洞は、温熱空間に寝�
転ぶだけで驚くほど発�
汗し、体内の代謝を高�
めるデトックス効果に�
すぐれたＴＶなどで話�
題の岩盤浴です。�

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

無
料
人
権
相
談
所

募
　
　
集



登
録
さ
れ
た
方
に
、
求
人
情

報
・
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
・
就
職
面

談
会
な
ど
の
情
報
を
電
子
メ
ー
ル

で
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
誘
致
企

業
な
ど
へ
登
録
者
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
求
職
者
と
企
業

の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

登
録
は
、
新
規
学
卒
・
一
般
求

職
の
別
、
希
望
職
種
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
登
録
職
種

①
営
業
職
　
②
事
務
職
　
③
技

術
職
（
情
報
通
信
関
連
）

④
技

術
職
（
製
造
業
）

⑤
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
業
務
　
他

※
２
月
末
現
在
、
17
社
の
企
業
が
　

求
人
中
で
す
。

■
登
録
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
ア
ク
　

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
県
企
業
立
地
課

℡
０
７
３
（
４
４
１
）
２
７
４
８

e-m
ail

e0622001@
pref.w

akayam
a.lg.jp

■
募
集
種
目

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

■
応
募
資
格

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大
卒
　

（
見
込
含
）
の
方

・
大
学
院
修
士
課
程
終
了
者
（
見
　

込
含
）
は
28
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

４
月
１
日
〜
５
月
11
日

■
試
験
日

５
月
19
・
20
日

（
20
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ

・
市
総
務
課
　
℡
２
３
・
５
５
１
６

・
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
連
絡
部
御
坊

地
域
事
務
所
℡
２
３
・
０
０
２
０

・
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp//w

w
w
.m
o
d.

go
.jp/pco

/w
akayam

a/
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【
華
道
教
室
】

■
日
時

４
月
12
日
〜
Ｈ
20
年
３
月
27
日

（
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
）

午
後
４
時
〜
７
時

■
講
　
師
　
山
田
芳
美
（
蕉
月
流
）

■
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
実
費
）

■
定
　
員
　
25
名

【
着
付
教
室
】

■
日
時

・
前
期
（
毎
週
火
曜
日
）

４
月
３
日
〜
６
月
19
日

・
後
期
（
毎
週
火
曜
日
）

10
月
２
日
〜
12
月
18
日

午
後
７
時
〜
９
時

■
講
　
師
　
三
原
真
理
子（
山
野
流
）

■
受
講
料
　
無
料

■
定
　
員
　
15
名

【
茶
道
教
室
】

■
日
時

４
月
12
日
〜
Ｈ
20
年
３
月
27
日

（
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
講
　
師
　
木
村
波
優
美（
裏
千
家
）

■
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
実
費
）

■
定
　
員
　
20
名

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
勤
労
青
少
　

年
ホ
ー
ム
（
市
立
体
育
館
東
隣
）

※
対
象
者
は
、
市
内
に
在
住
ま
た
　

は
勤
務
し
て
い
る
青
少
年
の
方

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

℡
２
３
・
５
５
２
５

御坊市文化協会　御坊まちかどミュージアム 

御 坊 華 道 連 合 会 
３月２８日（水）～４月２６日（木） 

紀陽銀行御坊支店南側ショーウインド 

次の期間ごとに展示を入れ替えます 

３月28日（水）～４月４日（水）、４月５日（木）～11日（水） 

４月12日（木）～18日（水）、４月19日（木）～26日（木） 

関西電力 和歌山支店 TEL.073-463-0604 ■受付時間/平日 AM9:00～PM5:00

安全を守り、地域社会に貢献する。それが、私たちの使命です。 
植樹活動 

植樹活動を通じ、地 

域のみなさまと協力 

しながら「みどり」 

を守り育てることの 

大切さを伝えていま 

す。 

こども110番 
地域のこどもの安全 

を守る「きしゅう君 

のいえ」、「きしゅう 

君のくるま」に参加 

しています。 

電気設備の点検 
文化財や一人暮らし 

のお年寄り宅の電気 

設備の点検と改修を 

実施しています。 

平
成
19
年
度

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

各
種
教
室
受
講
生
募
集
中

和
歌
山
で
の
就
職
を
希
望
さ
れ

る
方
へ
朗
報
！

き
の
く
に
人
材
バ
ン
ク

登
録
者
募
集
中

自
衛
官
募
集

■
広
告
掲
載
料
（
１
枠
） 

　
１
万
円 

■
広
告
の
寸
法
（
１
枠
） 

　
タ
テ
46
ミ
リ
×
ヨ
コ
85
ミ
リ 

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
課
広
報
広
聴
係 

　
℡
２
３
・
５
５
３
６ 

「
広
報
ご
ぼ
う
」 

　
　
有
料
広
告
募
集
中
！ 

http://w
w
w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/062200/bank/index.htm
l



森
林
に
は
、
生
物
に
は
欠
か
せ

な
い
水
や
空
気
を
き
れ
い
に
す
る

力
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
切
な
緑
を
守
り
育
て
る

た
め
、
緑
の
募
金
に
よ
る
緑
化
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
募
金
は

●
森
林
整
備

重
要
水
源
林
や
市
民
の
森
の
保

全
・
整
備

●
緑
化
の
推
進

苗
木
配
布
や
植
樹
祭
の
開
催

●
国
際
協
力

熱
帯
林
の
再
生
や
砂
漠
化
防
止

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

昨
年
度
は
70
万
５
千
円
の
募
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
も

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課

℡
２
３
・
５
５
１
０

搭
乗
券
の
半
券
１
枚
で
千
円
分
、

往
復
す
れ
ば
２
千
円
分
の
地
域

商
品
券
が
も
ら
え
ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

４
月
１
日
〜
９
月
30
日

■
対
象
者

和
歌
山
県
内
に
住
民
票
が
あ
り
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
内
に
「
大

人
普
通
運
賃
」
「
往
復
割
引
」

「
４
回
回
数
券
」「
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス

６
」「
特
便
割
引
７
」
の
い
ず
れ

か
で
搭
乗
さ
れ
た
方

■
商
品
券
受
取
窓
口

・
南
紀
白
浜
空
港
１
階
到
着
ロ
ビ
ー

案
内
所

・
御
坊
市
役
所
商
工
振
興
課

■
受
取
方
法

半
券
と
住
所
が
確
認
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な

ど
）
を
持
っ
て
窓
口
へ

■
問
い
合
わ
せ

・（
社
）和
歌
山
県
観
光
連
盟

℡
０
７
３
（
４
２
２
）
４
６
３
１

・
商
工
振
興
課

℡
２
３
・
５
５
３
１

『
御
坊
市
表
彰
』推

薦
の
お
願
い

こ
の
表
彰
は
、
市
政
の
発
展
や

福
祉
増
進
に
功
労
の
あ
っ
た
方
や
、

市
民
の
模
範
と
な
る
べ
き
方
を
た

た
え
る
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
周
り
に
、
次
の
こ

と
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。

①
地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
す
ぐ
　

れ
て
い
る
方

②
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
、

そ
の
功
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
方

③
身
の
危
険
を
顧
み
ず
人
命
を
救
　

助
し
、
ま
た
は
災
害
の
防
護
も

し
く
は
復
旧
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
方

④
そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る
と
　

認
め
ら
れ
る
方

※
推
薦
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
審
査
　

会
で
決
定
し
ま
す
。

■
推
薦
締
切

４
月
20
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
秘
書
室

℡
２
３
・
５
５
３
６

■
募
集
分
野
・
応
募
資
格

●
青
年
海
外
協
力
隊

満
20
歳
か
ら
満
39
歳
ま
で
の
日
　

本
国
籍
を
持
つ
方

●
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
歳
か
ら
満
69
歳
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
方

■
募
集
期
間

４
月
10
日（
火
）〜
５
月
25
日（
金
）

■
応
募
方
法

所
定
の
願
書
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務

局
（
東
京
都
）
に
提
出

※
く
わ
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jica.go

.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に
原
冨
士
代

さ
ん
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

■
役
所
や
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
、
意
見
や
要
望
が
あ
る
方

は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

■
相
談
は
自
宅
（
島
88
‐
11

℡
　

２
３
・
０
７
８
９
）で
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

平成19年４月
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

広
　
　
告

杉本フォトサービス�
御坊市本町３（元千寿堂前）TEL 22－0776・FAX 24－2212

デジタルプリント仕上（メディアは何でも可）�
古い写真の修整・修復�
フィルムのない写真のプリント�

デジタルプリント仕上（メディアは何でも可）�
古い写真の修整・修復�
フィルムのない写真のプリント�

スタジオ撮影ＯＫ�スタジオ撮影ＯＫ�スタジオ撮影ＯＫ�スタジオ撮影ＯＫ�

カメラ・デジカメ・その他　写真用品ならなんでもございます。�

お
知
ら
せ

搭
乗
券
の
半
券
で
地
域
商
品
券

が
も
れ
な
く
も
ら
え
ま
す
　

南
紀
白
浜
〜
東
京
（
羽
田
）
便

ど
ん
ど
ん
使
お
う
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
？

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
19
年
度
春
募
集

緑
の
募
金
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●事務機器●ＯＡ機器●オフィス家具●複写機�

●事務用品●文具●印刷●ゴム印●印章�

取
扱
い
商
品�

Office  &  Personal Needs

御坊市中町二丁目�
TEL 22－0413　FAX 22－2655

文�具�館�

この広告持参で�

わくわくスタンプ�

�※５月末まで有効�※５月末まで有効�※５月末まで有効�
３倍�３倍�３倍�

（きりとり線）�

（
き
り
と
り
線
）�

!!



◎
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
も
20
歳
以
上
の
方
は
、
国

民
年
金
に
強
制
加
入
し
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
す
る
と
、
保
険
料
納
付
は
猶

予
さ
れ
ま
す
。
こ
の
申
請
は
、
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

◎
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
の
方
で
本
人
と
配
偶

者
の
収
入
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

不
慮
の
事
故
、
病
気
な
ど
に
よ

り
障
害
の
１
・
２
級
に
該
当
す
る

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

◎
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す

社
会
保
険
庁
で
は
、
納
め
る
能

力
が
あ
り
な
が
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
財

産
差
押
え（
滞
納
処
分
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
℡
２
３
・
５
５
０
０

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
は

５
月
21
日
ま
で
に

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年
度

当
初
に
概
算
で
申
告
・
納
付
し
、

翌
年
度
の
当
初
に
確
定
・
申
告
の

上
、
精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害
救
済
の

た
め
の
「
一
般
拠
出
金
」
の
申

告
・
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。

Ｈ
19
年
度
の
労
働
保
険
料
な
ど

の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
、
和

歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
保
険

等
年
度
更
新
集
合
受
付
会
場
で
４

月
１
日
か
ら
５
月
21
日
の
あ
い
だ

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

℡
０
７
３
（
４
２
２
）
２
１
７
５

平成19年４月
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岡本設計�事務所�株式�
会社�

建設・補償コンサルタント�

〒644-0002�
御坊市薗337-3（御坊事務所）�
TEL  22-8768 / FAX  22-8766�
（本社：和歌山市土佐町2-61-9）�

OKAMOTO

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん�
ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん�
ね
ん
き
ん�

年
金
相
談�

年
金
相
談�

　
市
役
所
３
階
会
議
室�

※
要
相
談
予
約
／�

　
田
辺
社
会
保
険
事
務
所
ま
で�

　
℡
０
７
３
９（
２
４
）０
４
３
５�

４
月
19
日
（
木
）�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時�

�

スポーツ安全保険�■問い合わせ�
　教育委員会　℡２３－５５２５�

※５人以上のグループで加入でき、グループ活動中またはそのための往復途中の事故が対象。�
※保険期間は４月１日～翌年３月３１日まで。いつでも加入でき、掛金振込日の翌日から適用。�

区　　　分�

障

害

保

険�

掛金（１人年額）� ５００円�

２，０００万円�

３，０００万円�

４，０００円�

１，５００円�

８００円�

６００万円�

９００万円�

１，８００円�

１，０００円�

１，５００円�

２，０００万円�

３，０００万円�

４，０００円�

１，５００円�

９，０００円�

５００万円�

７５０万円�

１，８００円�

１，０００円�

賠償責任保険�

（補償限度額）�

身体賠償　１人１億円　１事故５億円�

財物賠償　５００万円（免責１，０００円）�

共済見舞金� 突然死（急性心不全・脳内出血など）　１６０万円�

死　　亡�

後遺障害�

入院(日額）�

通院(日額）�

子どものグループ(中学生以下）�

大人の文化、ボランティア活動�

老人クラブなど�

（６０歳以上）�

大人のスポーツ�

（高校生以上）�

危険度の高い�

スポーツ�

の事なら�警備�

全国警備業協会加盟�
和歌山県警備業協会加盟�

各種警備一式・清掃業務�
ビル総合管理�

株式会社�

代表取締役�

御坊市湯川町小松原584-2（前田ビル２Ｆ）�
TEL ２３－１２６８　FAX ２３－２９３１�

前 田 達 也�
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平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
が
行
わ
れ
た
住
宅 

    

翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
３
分
の
１
減

額
さ
れ
ま
す
。
（
限
度
１
０
０
㎡
分
） 

 

【
要
件
】 

・
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
住
宅 

　
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
） 

　
①
65
歳
以
上
の
方 

　
②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

　
け
た
方 

　
③
障
害
者 

・
対
象
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

　
（
補
助
金
な
ど
を
除
く
自
己
負
担
が
30
万
円

　
以
上
の
も
の
に
限
り
ま
す
。） 

　
①
廊
下
の
拡
幅 

　
②
床
の
段
差
の
解
消 

　
③
手
す
り
の
取
り
付
け 

　
④
浴
室
や
ト
イ
レ
の
改
良 

　
⑤
階
段
や
勾
配
の
緩
和 

        

　
⑥
引
き
戸
へ
の
取
替
え 

　
⑦
床
の
滑
り
止
め
化 

 

【
確
認
手
続
き
】 

　
改
修
後
、
３
か
月
以
内
に
工
事
明
細
書
や

　
写
真
な
ど
の
関
係
書
類
を
添
付
し
て
申
告

　
し
て
く
だ
さ
い
。
（
工
事
内
容
を
示
す
書

　
類
は
、
建
築
士
・
登
録
性
能
評
価
機
関
な

　
ど
に
よ
る
証
明
が
必
要
で
す
。） 

             

※
く
わ
し
く
は
、
資
産
税
係
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。 

 

        

■
縦
覧
期
間 

　
４
月
２
日
（
月
）
〜
５
月
１
日
（
火
） 

　
〈
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
〉 

■
縦
覧
時
間 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分 

■
縦
覧
場
所 

　
税
務
課
資
産
税
係
（
市
役
所
１
階
） 

     

平
成
19
年
度
か
ら
、
軽
自
動
車
税
納
付
書
添

付
の
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査

用
）
の
有
効
期
限
を
従
来
の
有
効
期
限
か
ら

１
ヶ
月
延
長
し
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

 

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う 

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た 

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
（
平
成
19
年
度
） 

縦
覧
を
行
い
ま
す 

４
月
か
ら
高
額
療
養
費
の
支
給
方
法
が 

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
） 

の
有
効
期
限
の
変
更
に
つ
い
て 

          

■
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
70
歳
未
満

　
の
方
が
入
院
し
た
と
き
の
一
部
負
担

　
金
が
、
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度

　
額
（
左
ペ
ー
ジ
の
表
）
ま
で
の
支
払

　
い
で
済
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

■
た
だ
し
、
入
院
先
の
医
療
機
関
に
「
国

　
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
入

　
院
し
た
際
は
、
市
役
所
国
民
健
康
保

　
険
税
係
ま
た
は
御
坊
市
外
三
ヶ
町
国

　
民
健
康
保
険
事
務
組
合
で
認
定
証
の

　
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
申
請
で
き
る
方 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
世

　
帯
の
方
（
申
請
は
世
帯
主
の
方
） 

※
特
別
の
事
情
が
あ
り
滞
納
し
て
い
る

　
場
合
は
、
認
定
証
の
交
付
が
で
き
ま

　
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の 

　
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑 

●
問
い
合
わ
せ 

　
御
坊
市
外
三
ヶ
町
国
民
健
康
保
険 

　
事
務
組
合
　
℡
２
２
・
１
１
１
５ 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

課
税
年
度 

平
成
18
年
度 

平
成
19
年
度 

平
成
19
年
４
月
30
日 

平
成
20
年
６
月
１
日 

納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
） 

有
効
期
限 
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申
込
み
は
、
通
帳
・
通
帳
届
出
印
を
持
参

し
て
、
市
内
の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税

務
課
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
口
座
振
替
領
収
証
書
の
発
行
は
、

４
月
か
ら
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
通

帳
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    

　
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
税
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
税
務
課
へ

相
談
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
減
免
さ
れ
る
の
は
、
申
請
日
以
後
の
納
期

限
未
到
来
の
税
額
の
み
が
対
象
に
な
り
ま
す
。 

納
期
を
忘
れ
ず 

　
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！ 

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

納
税
が
困
難
な
方
に
は 

市
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す 

■
医
療
機
関
で
認
定
証
を
提
示
し
な
か
っ

　
た
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
被
保
険
者

　
証
に
記
載
し
て
い
る
割
合
の
一
部
負

　
担
金
を
支
払
っ
た
あ
と
、
申
請
に
よ

　
り
高
額
療
養
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課 

　
℡
２
３
・
５
５
０
４ 

区　　分 ４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

１
期 

２
期 

３
期 

４
期 

１
期 

２
期 

３
期 

４
期 

全
期 

１
期 

２
期 

３
期 

４
期 

５
期 

６
期 

７
期 

８
期 

９
期 

10
期 

固 定 資 産 税 

市 ・ 県 民 税 

軽 自 動 車 税 

国民健康保険税 

◎納期限日は、月末です。（ただし、１２月は２５日） 

◎月末が、休日（土・日・祝日）の場合は、翌日が納期限日になります。 

◎市・県民税、固定資産税の納付書は、最初の納期にすべての納付書を送付します。 

　納期をお忘れにならないようにお願いします。 

（国民健康保険税は、納期ごとに送付します。） 

◎納付の際は、納付書を納税通知書から切り離さずに納付する金融機関にご持参ください。 

平成１９年度　納期 

高額療養費自己負担額限度表 

◎医療費の中には、食事療養費・差額ベッド代などは含みません。 

区　　分 限　　度　　額 
高額４回目以降の 

限度額 

上 位 所 得 者 

一般（課税）世帯 

住民税非課税世帯 

８万３，４００円 

４万４，４００円 

２万４，６００円 

１５万円＋ 
（医療費－５０万円）×１％ 

８万１００円＋ 
（医療費－２６万７，０００円）×１％ 

３万５，４００円 

口
座振替
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市民教養講座 

第２回　いこらＤＥフェスティバル 第２回　いこらＤＥフェスティバル 

チケット発売　　 ４月１９日（木）から！ 

チケット発売　　 ４月１９日（木）から！ 
■チケット　２，０００円（６回通し券） 

■チケット販売所 
　市中央公民館・市立図書館・教育委員会 
　御坊市民文化会館・市民課・市福祉センター 
　ＪＡ紀州中央本所・周辺町公民館 

■会　場 
　御坊市民文化会館大ホール 

■問い合わせ 
　教育委員会生涯学習課 
　℡２３－５５２５ 

 
５月19日（土） 
午後２時～ 

■日時 
　４月１５日（日） 
　午前１０時スタート 

■会場 
　日高川ふれあい水辺公園 
　せせらぎ広場（日高川河川敷） 

■おもな内容 
　伝統芸能、よさこい踊り 

※当日、会場まで巡回シャトル 
　バスを運行します。 

■問い合わせ 
　いこらＤＥフェスティバル実 
　行委員会事務局(商工会議所内） 
　℡２２－１００８ 

日　　時 講　　　　　　　師 演　　　　題 

６月16日（土） 
午後２時～ 

７月14日（土） 
午後２時～ 

９月22日（土） 
午後２時～ 

10月６日（土） 
午後２時～ 

12月１日（土） 
午後２時～ 

石井　苗子 
女優・キャスター 

いし い みつ  こ 

廣中　邦充 
西居院住職 

ひろなか くにみつ 

三浦　雄一郎 
プロスキーヤー 
㈱ミウラドルフィンズ代表取締役 

み  うら ゆういちろう 

島田　洋七 
パーソナリティー・タレント 

しま  だ ようしち 

湯川　れい子 
作詞家・音楽評論家 

ゆ  かわ こ 

古賀　稔彦 
柔道家 

こ　が としひこ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

～大人の生涯学習～ 
夢のある自分づくり 

おや　おや　おや 

我が人生の挑戦 

元気・やる気・勇気 

もっと元気に！幸せに！ 
～音楽からみえてくること～ 

人生の教科書 
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　まだまだ風は冷たいけれど、冬の終
わりはもうすぐ。パピロちゃんが、お
もてにスキップの練習に出かけてみると、
昨日まで空き地だったところに、不思
議なおみせができていたのです。 

｢よだれダラダラ・ベイビー｣ 

　　　　　　　　　ポーラ・ダンジガー  

｢パピロちゃんとはるのおみせ｣ 

　　　　　　　　　　　　 片山　令子 

｢いのちのおはなし｣ 

　　　　　　　　　　　 日野原　重明 

　子どもや若者が積極的に「学び」「労
動」から逃走し始めた。勉強して「何
の役に立つか？」と問い。学生が労働
に見合った利益が得られないと、仕事
をやめ、親の愚痴や近所の目を気にし
たりする不快のほうを選ぶ。人々が生
きることの質をいかに高めるかが、個
人と国家の質を問う。 

図書館だより 
TEL22－0441 
開館９時30分～17時30分 

◎今月の新着図書は、 
１日・15日にならびます。 

４月の休館日 

おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 
「下流志向」 

　　　　　　　　　　　　 内田　　樹 
かたやま 

はら しげあき ひ の 

たつる うち  だ 

　中高年、「登りきってもいないのに下
り坂」人気漫談家の毒舌がさらに進化！
ＣＤでは聴けないネタを満載して、日
頃考えていること、これまで生きてき
た道などを綴る。笑って気分爽快の一冊。 

「妻の口一度貼りたいガムテ－プ」 

　　　　　　　　　 綾小路　きみまろ 
あやのこうじ 

　ふろしきはどんな形のものにも対応
するとても便利な布。ショッピング・
旅行・ビジネスからプレゼントまでシ
ーンごとにさまざまなつかいかたを提案。
実際どのように包んだり、結ぶのかイ
ラストで解説。サイズや素材といった
基礎知識や、ふろしきのできるまでな
ど雑学も紹介。 

「初めてのふろしきレッスン」 

　　　　　　　　　　 山田　悦子監修 
やま  だ えつ  こ 

　南米アンデスの山頂で発見された、
インカの凍結ミイラ、山の神々へのい
けにえ（供養）として、標高６０００、
メートルの地で生きたままミイラにさ
れた少女たちの発見ドキュメント。 

「インカに眠る氷の少女」 

　　　　　　　 ヨハン・ラインハルト 

れいこ 

　「いのちは、どこにあると思います
か？」友達同士で、心臓の音を聞いて、
生きている証を確かめたら、今度はい
のちについて考えてみよう！９５歳の
現役医師、日野原さんが、小学校で行
なった授業の絵本。 

　ぼくは、「くまのプーしゃんジョナサ
ン」って呼ばれて、家族の中心にいた
んだ。それが、よだれダラダラ・ベイ
ビーがやってきてからは、みんな赤ち
ゃんのことばかり･ ･ ･。お兄ちゃんの
揺れる気持ちが、あたたかく描かれて
います。 

日 月 火 水 木 金 土 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
８ ９ 10 11 12 13 14 
15 16 17 18 19 20 21 
22 23 24 25 26 27 28 
29 30

児童書 一般書 

おはなしの会 
毎週日曜 あさ１０時から 
中央公民館２階会議室 

～みんなできてネ！～ 

昭和34（1959）年にはじまった「こどもの読書週間」。 
もともとはこどもの日を中心とした２週間でしたが、 
2000年の「子ども読書年」を機に、現在の 
4月23日～5月12日の約３週間になりました。 
 
本を媒介に家族でコニュニケーションを深めませんか。 
 
図書館も５月５日の「こどもの日（祝日）」は開館します。 

本
で
家
族
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン 
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ほけんだより ほけんだより ほけんだより 申込み・問い合わせ　健康福祉課健康増進係　℡２３－５６４５ 

電　話 

22－5351 

24－0800 

22－2228 

24－1555 

29－2951 

22－2309 

24－2222 

24－3000 

24－0666 

32－2500 

24－0102 

22－8800 

22－0168 

22－0456 

24－1103 

23－1881 

22－6428 

22－2090 

23－0111 

22－1968 

22－1111 

22－3256 

22－3322 

22－6686 

24－3333 

63－2625

基本 

 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

胃 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

◎ 

◎ 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

 

 

◎ 

 

乳 
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医 療 機 関 名 

天 津 産 婦 人 科 

池田内科ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ 

井 本 内 科 

上田内科循環器科 

おおたにｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ 

岡整形外科・外科 

紀 伊 ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ 

健 診 ｾ ﾝ ﾀ ｰ ｷ ﾀ ﾃﾞ 

塩路内科胃腸科 

曽 根 ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ 

高辻内科胃腸科 

田 中 ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ 

中 島 医 院 

西 本 医 院 

日高ﾏﾀﾆﾃｨｸﾘﾆｯｸ 

深 谷 外 科 医 院 

丸 山 診 療 所 

松 下 内 科 

森 畠 医 院 

山羽胃腸科内科 

国保日高総合病院 

国立和歌山病院 

玉 置 循 環 器 科 

龍 神 医 院 

森 本 医 院 

古 田 医 院 

★電話などで必ず予約してください。 
★受診時には、個人通知したハガキをご持参ください。 

検診できる医療機関（◎が検診できる科目） 

生活習慣病予防健診（医療機関個別健診） 生活習慣病予防健診（集団健診） 

歯周病検診が無料で受けられます 歯周病検診が無料で受けられます 

期　間：４月１日～Ｈ２０年３月末 
 

対象者：40歳以上（Ｓ42年生）の市民の方 

　　　　子宮がん検診は20歳以上（Ｓ62年生） 

 

費　用：基本健診　　　　　　１，４００円 

　　　　Ｃ型肝炎ウイルス検査　  　無　料 

　　　　（基本健診を受けられた40歳の方のみ対象） 

　　　　胃がん検診　　　　　１，６００円 

　　　　乳がん検診　　　　　　　７００円 

　　　　子宮がん検診　　　　　　８００円 

　　　　※70歳（Ｓ12年生）以上の方は無料です。 

※受付 午前８時～１０時 

定　員：先着７０名 

対象者：４０歳（Ｓ４２年生）以上の市民の方 

内容・費用 

　・基本健診　　　　　　　６００円 

　（問診票・尿検査・身体測定・血圧測定・ 

　　心電図・血液検査・内科診察） 

　・Ｃ型肝炎ウィルス検査　無　　料 

　（基本健診を受けられた40歳の方のみ対象） 

　・胃がん検診　　　　　　４００円 

　・乳がん検診　　　　　　５００円 

　・大腸がん検診　　　　　１００円 

　・肺がん検診　　　　　　無　　料 

　　（喀痰検査　　　　　　１００円） 

　※７０歳（Ｓ１２年生）以上の方は無料 

対象者　４０歳（Ｓ42年生）、５０歳（Ｓ32年生） 

　　　　６０歳（Ｓ22年生）、７０歳（Ｓ12年生） 

 

期　間　４月１日～平成２０年３月末 

健 診 日 場　　　　　所 

医 療 機 関 名 電　話 医 療 機 関 名 電　話 

木村歯科医院 

くりもと歯科医院 

栗本歯科医院 

ふぁみりあ歯科 

五木田歯科医院 

雑賀歯科診療所 

笹野歯科医院 

瀬見歯科医院 

23-5111 

23-5735 

22-0362 

23-3118 

22-0502 

22-1614 

23-2933 

22-0814

谷田歯科医院  

玉置歯科医院  

西馬歯科診療所 

野 尻 歯 科 

藤田歯科診療所 

宮本歯科医院 

よしだ歯科ｸﾘﾆｯｸ 

薗歯科ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ 

22-1566 

24-0658 

22-8201 

22-2013 

24-3948 

22-2432 

23-4567 

22-9077

５月１１日（金） 

６月　８日（金） 

７月１３日（金） 

８月　３日（金） 

９月　７日（金） 

１０月１２日（金） 

塩 屋 公 民 館 

市 民 文 化 会 館 

財 部 会 館 

ＪＡ紀州中央名田支所 

藤井ふれあいセンター 

市 民 文 化 会 館 

検診できる市内の歯科医院 

４月２日より受付開始、希望日をご連絡ください。 
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時　間 場　所 

時　間 場　所 

時　間 場　所 

9:15～ 9:30 
9:35～ 9:50 
9:55～10:10 
10:15～10:35 
10:40～10:55 
11:00～11:25 
11:35～11:50 
1:10～ 1:20 
1:25～ 1:35 
1:40～ 1:55 
2:00～ 2:25 
2:35～ 2:45 
2:50～ 3:05

狂犬病予防注射　３，１２０円（注射済票550円＋予防注射2,570円） 
飼い犬登録料　　３，０００円（生涯登録が未登録の犬） 

★飼い犬には登録と狂犬病予防接種をしなければなりません。 

★狂犬病予防注射は年１回必ず受けましょう。 
★この日程以外に、予防注射は動物病院で実施して 
　います。犬の登録は市役所で受け付けます。 

①注射には、犬を押さえられる人が来てください。 

②犬は健康体ですか？注射前１週間は、普段通りであることを目安にしてください。 

③次のような犬は、動物病院で相談し、病院で予防注射を受けてください。 

　＊集合注射の日に犬を押さえられる人がいない　＊２週間以内に治療や予防などの処置を受けた 

　＊慢性的病気を持っている　＊妊娠または発情で普段とちがう状態　＊興奮しやすい 

対　象 
生後９１日以上 

４月９日（月） 

４月１０日（火） 

４月　９日（月） 

４月１５日（日） 

４月２６日（木） 

狂犬病予防注射＆飼い犬登録 狂犬病予防注射＆飼い犬登録 狂犬病予防注射＆飼い犬登録 

午前　９：３０～１２：００ 

午後　１：３０～　４：００ 

午前１０：００～１２：００ 

午後　１：００～　４：００ 

午前　９：３０～１２：００ 

午後　１：３０～　４：００ 

ロマンシティ駐車場 

道成寺観光開発（大杉石材店付近） 

日高川ふれあい水辺公園 

（いこらＤＥフェスティバル会場） 

きのくに信用金庫 

大洋化学 

献血にご協力ください 

岩 内 会 館  
熊 野 会 館  
野口コミュニティセンター 
上 野 口 会 場  
野 口 会 館  
専 念 寺 （ 藤 井 ）  
北 吉 田 集 会 場  
グリーンハイツすみれ前 
丁 畑 集 会 場  
東 春 日 会 場  
春 日 会 場  
御 坊 島 郵 便 局 前  
市 役 所 議 会 棟 下  

9:15～ 9:30 
9:35～ 9:50 
10:00～10:15 
10:20～10:35 
10:40～11:05 
11:15～11:30 
11:40～11:50 
1:15～ 1:30 
1:35～ 1:50 
2:00～ 2:20 
2:25～ 2:40 
2:45～ 2:55 
3:00～ 3:15

天 田 会 館  
湊 会 館  
薬 師 会 場  
塩 屋 王 子 神 社  
南塩屋関電社宅入る三差路 
猪 野 々 集 出 荷 場  
明 神 川 会 館  
楠 井 会 館  
中 上 楠 井 集 出 荷 場  
名 田 公 民 館  
野 島 会 館  
祓 井 戸 会 館  
南 塩 屋 会 館  

9:20～ 9:40 
9:45～ 9:55 
10:00～10:20 
10:25～11:05 
11:15～11:30 
11:35～11:50 
1:15～ 1:50 
2:00～ 2:15 
2:20～ 2:35 
2:40～ 2:55 
3:00～ 3:20 
3:30～ 3:45

４月１１日（水） 

４月１３日（金） 

飼い主さんにお願い 飼い主さんにお願い 

財 部 会 館
小 松 原 西 会 館  
丸 山 青 年 会 場  
湯 川 文 化 会 館  
上 富 安 集 会 場  
下 富 安 選 果 場  
藤 田 会 館
小 谷 団 地 入 口 付 近  
い づ み や 商 店 前  
御 坊 保 健 所
財 部 東 会 館
市 役 所 議 会 棟 下  

9:30～ 9:50 
9:55～10:10 
10:15～10:30 
10:35～10:50 
10:55～11:10 
11:15～11:30 
11:35～11:50 
1:10～ 1:25 
1:30～ 1:50 
1:55～ 2:10

小 竹 八 幡 神 社  
名 屋 会 場
中町３丁目　栗本歯科前 
薗 会 館
日 高 別 院 正 門 前  
きのくに信用金庫御坊営業部北駐車場 
本町３丁目駐車場（ＹＳＳトラベルセンター南） 
御 坊 中 学 校 前 道 路  
島 会 館
市 役 所 議 会 棟 下  

時　間 

午
　
前 

午
　
後 

午
　
前 

午
　
後 

午
　
前 

午
　
後 

午
　
前 

午
後 

場　所 

問い合わせ　健康福祉課　TEL２３－５６４５ 
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浄化槽で水をきれいに！ 
浄化槽は、微生物の働きを利用して家庭からの汚れた水をきれいにする装置で 

す。浄化槽を設置することで、きれいな水を身近な環境に返して豊かな自然を 

守ることができます。また、設置した後は微生物が活躍しやすい環境を保つよ 

うに維持管理を行うことが大切です。 

浄化槽設置に対する補助を行います。また、４月１日から法定検査料金が値下 

げされます。 

■対象 

　平成１９年度中に住居の建築や台所、トイレの増改 

　築をするにあたり、浄化槽の設置を計画している方 

■補助基数 

　１００基（先着順） 

■受付期間 

　４月２日（月）～１１月３０日（金） 

　　（予算額に達した時点で打ち切ります。） 

　※申込みは必ず、本人か家族がお越しください。 

 

■申込み・問い合わせ 

　環境衛生課（市役所１階） 

　℡２３－５５０６ 

■法定検査手数料（10人槽以下） 

　７条検査　１２，０００円←１５，０００円 

　11条検査　　６，８００円←　８，０００円 

◎指定検査機関 

　（社）和歌山県水質保全センター 

　℡０７３（４３２）６４３３ 

 

※理由もなく法定検査（水質検査）を受けなかった 

　り、撤去したのに浄化槽の廃止届を提出しないと 

　過料（罰則）が適用されます。 

 

■問い合わせ 

　県庁生活排水課　℡０７３（４４１）３２０３ 

浄化槽設置整備事業 
　　　補助金の申込みについて 

合併浄化槽の 
　法定検査料金が値下げされます 

～ゴミを減らすのは、ひとりひとりの心がけ～ 

　環境と資源を守るため 

　  3Rにご協力ください！ 

Ｒ 

Ｒ Ｒ 

Ｒ 

Ｒ Ｒ 

Ｒ 

Ｒ Ｒ 

Ｒeduce 
（リデュース）（リデュース） 

ゴミを根本から減らす 

Ｒeduce 
（リデュース） 

ゴミを根本から減らす 

Ｒeuse 
（リユース）（リユース） 

物を大切に使い続ける 

Ｒecycle 
（リサイクル）（リサイクル） 

資源として再利用する 

Ｒeuse 
（リユース） 

物を大切に使い続ける 

Ｒecycle 
（リサイクル） 

資源として再利用する 
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不燃・大型ごみを出す日 

資源ごみ　　　　　３日（第１火曜） 

小型プラスチックごみ　１０日（第２火曜） 

燃えないごみ　　１７日（第３火曜） 

燃える大型ごみ　　２４日（第４火曜） 

不燃ごみは、中身が分かる状態で出してください。 

平日　午前８時３０分～午後４時（許可証当日発行） 

休日　４月２２日（日） 

　　　午前８時３０分～１１時３０分 

　　＊許可証は１週間前から発行 

　　＊町内会などの奉仕作業のごみは、休日開放日を活 

　　　用ください。無料で持込めます。（事前申請必要） 

御坊広域清掃センター（持込） 

１ 日  

２ 月  

３ 火  

４ 水  

   ・ポリオ予防接種　市　受付午 

５ 木  　後1時15分～2時（Ｈ17年12月 

   　～Ｈ18年５月生） 

６ 金  

７ 土  

８ 日 ・定期救命講習会（Ｐ12）  

９ 月 ・献血（Ｐ21） ・狂犬病予防接種（Ｐ21） 

10 火  ・狂犬病予防接種（Ｐ21） 

11 水  ・狂犬病予防接種（Ｐ21） 

12 木
  ・4か月児健診、BCG予防接種 

   　市　午後1時～（Ｈ18年12月生） 

13 金  ・狂犬病予防接種（Ｐ21） 

14 土 ・わんぱく王国自然体験学習（Ｐ12）  

15
 
日
 ・いこらＤＥフェスティバル（Ｐ18） 

  ・献血（Ｐ21）  

16 月  

17 火
  ・2歳6か月児歯科健診　市　午 

   　後1時～（Ｈ16年9月・10月生） 

   ・ポリオ予防接種　市　受付午 

18 水  　後1時15分～2時（Ｈ18年6月～ 

   　Ｈ18年11月生） 

19 木
 ・市民教養講座チケット ・10か月児健診　市　午後1時～ 

  　発売開始（Ｐ18） 　（Ｈ18年5月・6月生） 

20 金 
 ・健康推進員委嘱状伝達式、総 

   　会　市　午後１時30分～ 

21 土  

22 日  

23 月
  ・食生活改善推進員総会　市　 

   　午後１時30分～ 

24 火  

25 水  

26 木 ・献血（Ｐ21）  

27 金  

28 土  

29 日  

30 月  

４月くらしの情報カレンダー 

市　・・・市役所５階会議室 

Ｐ～・・・くわしくは該当ページをご覧ください。 

今月の納期限は５月１日です 
○軽自動車税（全期） 
○固定資産税（１期） 
○介護保険料（４月分） 

く　ら　し　の　相　談 

○心配ごと相談　℡２２－５４９０ 
　毎週水曜　午前１０時～午後３時 
　福祉センター３階 

○行政相談　℡２３－５５００ 
　１１日（水）午前１０時～午後３時 
　福祉センター３階 
　行政相談員 原冨士代 ℡２３－０７８９ 

○年金相談　℡０７３９（２４）０４３５ 
　１９日（木）午前１０時～午後３時 
　市役所３階会議室（要電話予約） 

○人権相談　℡２２－０３３５ 
　２０日（金）午前１０時～午後３時 
　福祉センター３階 

○常駐人権相談　℡２２－０３３５ 
　毎週火曜　午前９時～午後４時 
　和歌山地方法務局御坊支局 

４月 
　　１日　西本　研志 医師 
　　８日　曽根　正典 医師 
　１５日　奥田　修司 医師 
　２２日　橋本　修身 医師 
　２９日　塩路　信人 医師 
　３０日　村上　浩一 医師 
５月 
　　３日　森畠　康夫 医師 
　　４日　池田　明彦 医師 
　　５日　玉置　陽司 医師 
　　６日　上田　栄藏 医師 
　１３日　高辻　幹雄 医師 
　２０日　龍神　弘幸 医師 
　２７日　松下　起子 医師 

休日急患診療所の当番医 
午前９時～午後４時 

診療／内科・小児科 

TEL２３－１２８９ 

環
境
衛
生
課
℡
２
３
・
５
５
０
６ 

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

イベント・行事 健　　康 
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中川家本家（洋風蔵）�中川家本家（洋風蔵）�中川家本家（洋風蔵）� ≪文：中西重裕 氏　　編集：生涯学習課社会教育係≫�

御坊�

　日高別院前の南北の通りに面した中川家（本家）の建物は、御坊で大正から昭和にかけての邸宅�

によく見られる木造２階の建物で、１階が２階より半間から一間張り出している。玄関を入ると広�

々とした土間があり、左手にミセの座敷が続き、正面格子の奥には中庭が見えている。中庭の南北�

に棟が続き、南棟と並び納屋が設けられ、さらに奥に洋風の蔵が建てられている。�

　洋風の蔵は木造２階、モルタル塗りの外壁、切妻屋根で本瓦葺きである。正面は、柱型を洗い出�

しで石造風に見せている。柱で三分割された中央にはモルタルの表面を叩き、荒く仕上げた横のボー�

ダーを入れている。真中の鉄製扉を観音開きに開けると中に木製扉がついている。内部は板張りで、�

木製の床が組まれ２階に上れるようになっている。ところどころに設けられた窓には銅版の開き戸�

が設けられている。よく見られる漆喰塗りの蔵ではなく、洋風に見せた蔵は少なく貴重である。�

昭和初期建築� 木造２階建（施工者・設計者不明）�

12に残る�

シリーズ
�

シリーズ
�

　
竹
に
は
節
、
木
に
は
年
輪

が
あ
り
ま
す
。
季
節
に
も
四

季
が
あ
り
ま
す
。�

　
で
も
、
も
し
無
か
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
？�

　
節
の
な
い
竹
、
年
輪
の
な

い
木
は
、
加
工
し
や
す
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
折
れ
や

す
く
丈
夫
性
に
欠
け
ま
す
。�

　
四
季
の
変
化
が
な
け
れ
ば
、

季
節
ご
と
の
衣
替
え
も
せ
ず

に
す
み
ま
す
が
、
変
化
が
な

く
ボ
ケ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。�

　
ど
う
も
同
じ
状
態
や
同
じ

事
が
続
く
と
人
間
に
限
ら
ず

生
物
は
弱
く
な
っ
た
り
、
お

か
し
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

に
思
い
ま
す
。�

　
特
に
人
間
は
良
い
事
で
も

長
く
続
く
と
、
飽
き
て
き
た

り
、
当
た
り
前
に
思
っ
て
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
た
り
す

る
よ
う
で
す
。�

　
結
婚
生
活
も
長
く
な
る
と

相
手
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の

と
お
り
で
す
。
結
婚
生
活
は
、

忍
耐
よ
り
感
謝
の
方
が
大
事

か
も
？�

私
の
ひ
と
り
ご
と�

内
部
２
階
。
棟
木
を
支
え
る
腕
木
を
塗�

り
こ
ん
で
い
る
。�

玄
関
入
口
。
鉄
製
扉
を
観
音
開
き
に
開
け
る
と
、�

中
に
木
製
扉
が
つ
い
て
い
る
。�

洋
風
の
蔵
。
柱
型
を
現
し
、
入
口
上
部
に
庇
も
見
ら
れ
る
。�

まんなか�
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